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録が、両国どちらかの立場に偏った党派的神話で構成
されているというものである。バングラデシュもパキ
スタンも、ともに相手の主張を否定するが、その否定
の度合いはバングラデシュの側により大きいとボース
は述べる。バングラデシュ人は自分たちを被害者とし
て描くが、非ベンガル人に対する、ベンガル人による
暴力も決して小さくなかったことを、ボースは両国の
関係者への聞き取りと資料の精査によって明らかにす
る。また、被害者としてのベンガル人という意識が、
その後の独立戦争支持者たちによる暴力の正当化につ
ながる傾向を生んでいると述べる。
●政治・外交研究として
同じインド人研究者スリナート・ラガヴァンによる
参考文献④は、既存研究について、適切な距離感と良
質な資料利用の欠如を指摘する。その理由は、南アジ
アの歴史家が1947年を超えようとせず、また過去20年
の学問的趨勢が文化・社会史中心となり、政治・外交
史が脇に追いやられてきたためだとする。ラガヴァン
は、バングラデシュ独立は西パキスタンによる政治的、
経済的、文化的差別の必然的帰結という通説を否定し、
より広い文脈で、国内、地域、国際の相互関係からパ
キスタン崩壊を再考する。世界各地の主要な公文書館
資料を駆使して書かれたラガヴァンの主張は説得的で
あるが、解放軍の役割の検討が欠如している等の批判
が、バングラデシュの研究者から出されている。
さて、米国はパキスタン政府に対して大きな経済
的・軍事的支援を行っていたが、独立戦争時における
同国の姿勢は内外での強い批判にさらされた。当時、
東パキスタンの米国総領事を務めたアーチャー ・ブ
ラッドは、1971年4月、西パキスタンによるベンガル
人弾圧を前に沈黙している米国政府の対応を強く非難
する公電を出した。ブラッド自身は、1998年末に当時
交わされた公電の公開を待って回顧録を出した（参考
文献⑤）。プリンストン大学のゲイリー ・ベースによ
る『ブラッドの公電』と題する参考文献⑥は、ニクソ
ン大統領とキッシンジャー国家安全保障問題担当大統
領補佐官が、なぜヤヒヤ政権を支持し、バングラデシュ
で起きていた「ジェノサイド」に冷淡であったのかを、
ホワイトハウスの録音記録などから再構築していく。
ところで、日本におけるバングラデシュ独立戦争研
究だが、独立間もない時期に著された日本人研究者や
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インド・メガラヤ州で訓練をうける解放軍戦士たち（HaroonHabib氏撮影）
